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庶務報告  

 
［環境部］ 

 

（１）全国みどりと花のフェアかつしかについて 

                   （みどりと花のフェア担当課長） 

 

［都市整備部］ 

 

（１）中川かわまちづくりについて     （かわまちづくり担当課長） 

（２）新小岩地域のエリアマネジメントについて 

                     （新小岩街づくり担当課長） 

（３）立石駅北口地区の街づくりについて （立石駅北街づくり担当課長） 

（４）堀切五丁目歩行環境改善の進捗状況について   （道路管理課長） 

（５）東京における都市計画道路の整備方針（案）について 

                          （道路建設課長） 

（６）新宿交通公園のリニューアルについて        （公園課長） 

（７）緑のリサイクル事業について            （公園課長） 



 

 

全国みどりと花のフェアかつしかについて 

 

                         みどりと花のフェア担当課 

 

１ 概要 

「全国みどりと花のフェアかつしか」（以下「フェア」という。）については、

令和７年７月に実施計画を策定し、準備を進めているところである。 

この度、フェア開催にあたって取り組むべきサステナビリティ戦略の素案を作成

した。また、フェアの進捗及び第37回全国「みどりの愛護」のつどい（以下「つど

い」という。）の進捗を取りまとめた。 

 

２ サステナビリティ戦略（素案） 

資料１のとおり 

 

３ フェア進捗状況 

資料２のとおり 

 

４ つどい進捗状況 

  資料３のとおり 

 

５ 今後のスケジュール（予定） 

  令和８年１月26日  フェア実行委員会第４回総会開催 

令和８年４月上旬  フェア実行委員会第５回総会開催 

令和８年４月下旬  つどい第３回実行委員会開催 

庶務報告Ｎｏ.１ 

環 境 部 

令和８年１月２１日 



全国みどりと花のフェアかつしか
サステナビリティ戦略

（素案）

1
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資料１



「全国みどりと花のフェアかつしか」（以下、「本フェア」という。）では、テーマ「サカセみら
い」のもと、緑や花を楽しむだけでなく、未来に続く暮らしや地域のあり方を共に考えるきっか
けとなるよう、環境に配慮し、持続可能性（サステナビリティ）を重視した様々な取組を展
開していきます。
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１ 概要

ターゲット 内容

１ 資源循環型運営の推進 廃棄物の削減（リデュース・リユース・リサイクルの促進）

２ 脱炭素・省エネルギー運営 CO₂排出量削減によるクリーンな運営

３ 環境に配慮した調達 自然環境や、水・緑等に配慮した会場・運営体制

４ 次世代へつなぐ環境教育 区内の子ども達をはじめ、次世代を担う学生・若者や来場者
の環境意識向上

２ ターゲット

全国みどりと花のフェアかつしか サステナビリティ戦略

サステナビリティ戦略を通じて、次のターゲットの達成を目指します。
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3

来場者が分かりやすくごみを分別できるよう、誰が見ても分かりやすい案内サインを掲示した
ごみステーションを用意し、しっかりと分別を行います。適切な分別を行うことで、リサイクル率
が向上し、廃棄物の削減を進めます。これにより資源の効率的な利用を促進し、環境負荷
の軽減につなげるとともに、来場者の環境意識の向上に寄与します。

サステナビリティ戦略① ごみ分別ステーションの設置

▲燃やすごみ、燃やさないごみ、古紙、プラスチック、生ご
み（食べ・飲み残し）、ビン缶、ペットボトルなど用意し、廃
棄物の削減を目指します。

▲運営スタッフによる分別の案内を行います。

ターゲット:１ 資源循環型運営の推進

４ 次世代へつなぐ環境教育

生ごみ
（食べ・飲み残し）
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4

来場者の飲食により発生する生ごみを分別収集し、バイオマス資源化施設や堆肥化事業者
によるリサイクルを実施します。これにより、焼却ごみの削減とCO₂排出量の抑制、地域における
循環型社会の形成に貢献します。

サステナビリティ戦略② 生ごみのリサイクル化

生ごみ処理の
イメージ

生ごみ処理機で
生ごみ減量・肥料化

飲食ブースから
出た食べ残し肥料化

ターゲット:１ 資源循環型運営の推進

２ 脱炭素・省エネルギー運営
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5

一部の飲食ブースにて、リユース可能な容器の使用を試行し、プラスチックごみ等の排出量の
削減を目指します。

サステナビリティ戦略③ リユース食器の導入

ターゲット:１ 資源循環型運営の推進

▲リユース食器（※） ▲リユース食器使用店（※） ▲リユース食器返却所（※）
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6

一部の会場内にて、フードドライブの受付ブースを設置し、家庭内で余っている食品等を募集
します。そして、生活困窮者や子ども食堂等へ寄付することで、食品ロスを減らします。

サステナビリティ戦略④ フードドライブの実施

ターゲット:１ 資源循環型運営の推進

▲ 葛飾区ごみ減量・３Ｒ推進キャラクター
りー（Ｒｅｅ）ちゃん
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7

来場者にマイボトルやエコバッグの持参を促し、ビニール袋やペットボトル、紙コップ等の使用
量を削減します。会場内には、給水機を設置し、マイボトルへ冷たい水を提供することで、熱
中症対策に寄与します。また、フェア公式のグッズやノベルティとしてもマイボトル、エコバッグを
販売・配布し、手ぶらで会場に訪れた方でも、その場でマイボトル・エコバッグが使用できるよう
にします。

サステナビリティ戦略⑤ マイボトル・エコバッグ持参の呼びかけ

ターゲット:１ 資源循環型運営の推進

▲マイボトル用給水機の例
（大阪・関西万博）

▲公式グッズ・ノベルティの例
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8

本フェア終了時に会場内に植えられているお花や苗木を、来場者や区内の学校・団体等
に配布します。本フェア終了後も緑や花を無駄にすることなく、必要とする方に提供することで、
一過性のイベントに留まらず、継続的に緑や花について関心を持っていただくきっかけとします。

サステナビリティ戦略⑥ 使用した苗木や花の配布

ターゲット:１ 資源循環型運営の推進

４ 次世代へつなぐ環境教育
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9

会場内で使用する発電機は、環境に配慮されたバイオディーゼル燃料を使用するとともに、一
部のブースでは、水素カーによる給電を行い、カーボンニュートラルの実現に寄与します。

サステナビリティ戦略⑦ 環境に配慮した燃料の活用

カーボン
ニュートラル

加工

利用

排出

光合成

バイオ燃料

植物

二酸化炭素

燃焼

▲水素カーによる給電で会場内の一部ブースや
ステージ運営を行います。

▲バイオディーゼル燃料の使用はカーボンニュートラル
に直結します。

ターゲット:２ 脱炭素・省エネルギー運営
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10

メイン会場、サテライト会場にシェアサイクル場を設置し、来場者が手軽に区内を周遊できる環
境を整えます。環境負荷の低いシェアサイクルを活用することで、車両の使用を減らし、脱炭素
化に寄与します。

サステナビリティ戦略⑧ シェアサイクルの活用

ターゲット:２ 脱炭素・省エネルギー運営

３ 環境に配慮した調達
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一部の運営スタッフが着用するスタッフウェアは、再生素材や再生可能資源等を使用します。

サステナビリティ戦略⑨ 再生可能資源を使用したスタッフウェア

ターゲット:３ 環境に配慮した調達

▲スタッフウェア（例） ▲スタッフウェアを着用したイベントの様子

S t a f f
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本フェア開催前に、区内の小中学生や学生、花壇活動団体との協働で、会場内の花壇への
植え付けを行います。また、開催期間中は、来場者ともハンギングバスケットや寄せ植えを行いま
す。実際に体験することで、「みどりと花」や自然環境に対する意識を高めます。

サステナビリティ戦略⑩ 区民との花壇づくり、寄せ植え講座等の実施

ターゲット:４ 次世代へつなぐ環境教育

▲寄せ植えの様子 ▲曳舟川親水公園広場ゾーンのふれあい花壇
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「全国みどりと花のフェアかつしか」進捗状況 

 

 

１ 区立小・中学校との協働推進事業 

（１）みんなでつくるフラワーメリーゴーランドの森 

   リストの中から好きなデザインに花を組み合わせて、フラワーメリーゴーラ

ンドを１基ずつデザインし、フェア開催直前に、葛飾にいじゅくみらい公園にて

植え付けを行う。 

   参加希望校：10 校【小学校５校／中学校５校】※参加予定人数 約 320 人以上 

 

（２）みんなでつくる花装飾「植栽花壇」 

   各会場の植栽花壇の一部に、花いっぱいのまちづくり活動団体や学校地域応

援団の方々と、児童・生徒１人５株程度、花苗の植え付けを行う。 

   参加希望校：５校【小学校３校／中学校２校】※参加予定人数 約 150 人以上 

 

（３）みんなでつくるタネのお団子 

学校地域応援団や緑化推進協力員会の方々と、児童・生徒１人５個程度、タネ

のお団子を作成し、葛飾にいじゅくみらい公園にて植え付けを行う。 

参加校：２校 

柴原小学校 11 月８日実施 

※参加人数 団子作成 51 人／植え付け 40 人 

常盤中学校 12 月８日実施 

※参加人数 団子作成 69 人／植え付け 46 人 

 

（４）みんなでつくる「サカセみらい」メッセージ短冊 

   風鈴の短冊部分に未来へのメッセージを記入し、会場内及びその周辺に設置

する。 

参加希望校：18 校【小学校 13 校／中学校５校】 

 

（５）みんなでつくる「サカセみらい」メッセージアート 

専用のＡ３用紙に、「サカセみらい」をテーマとした絵や未来へのメッセージ

を記入・描画し、各会場周辺に設置する。 

参加希望校：20 校【小学校 13 校／中学校７校】 
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２ 協賛申込状況（令和７年 12 月 26 日現在） 

カテゴリー ランク 企業・団体名 
金額 

※カッコは内諾額 

資金協賛 ゴールドパートナー 東京ガス(株) 100 万円 

シルバーパートナー (株)エナーバンク 30 万円 

葛飾資源リサイクル事業協同組合 30 万円 

(株)共和興業 30 万円 

ガラスリソーシング(株) 30 万円 

(株)ワンズ 30 万円 

カインズ(株) 30 万円 

Ａ社 (30～50 万円) 

Ｂ社 (30 万円) 

ブロンズパートナー (有)ユー・キカク 10 万円 

東栄信用金庫 10 万円 

(有)光永ビルサービス 10 万円 

タイヨー(株) 10 万円 

東京聖栄大学 10 万円 

Ｃ社 10 万円 

サポーター 個人① １万円 

個人② １万円 

個人③ １万円 

物品等協賛 

(金額換算) 

プレミアムサプライヤー OpenStreet(株) 1,642 万円 

スペシャルサプライヤー (株)ダイオーズジャパン 112 万円 

(一社)地球環境情報フォーラム 103 万円 

Ｄ社 (120～130 万円) 

サプライヤー (株)ハネマツ 46 万円 

Ｅ社 (20 万円) 

(有)シン・ネットワーク 11 万円 

広告協賛 

(金額換算) 

プレミアムメディアパートナー 京成電鉄(株) 1,251 万円 

スペシャルメディアパートナー (株)TUS ダイニング 360 万円 

北総鉄道(株) 171 万円 

メディアパートナー (株)グリーン情報 11 万円 

アプローチ数：107 団体  申込件数：29 件 4,250 万円（内諾含む） 

【内訳】資金協賛 18 件 403 万円 物品等協賛 ７件 2,054 万円相当 

広告協賛 ４件 1,793 万円相当 
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３ 出店（出展）等公募結果 

（１）飲食・物販・体験関係 

募集期間：令和７年９月 22 日～11 月 30 日 

応募団体数 
内訳 

キッチンカー 飲食テント 展示・体験・物販 

75 23 12 40 

   ※展示・体験・物販の内容：多肉植物販売、花摘み体験、バルーンアートなど 

 

（２）ステージ出演関係 

   募集期間：令和７年９月 22 日～11 月 30 日 

応募団体数 
内訳 

音楽演奏 ダンス その他 

225 157 54 14 

   ※その他の内容：フリースタイルフットボール、マジック・ジャグリング、 

スプレーアートなど 

 

（３）ボランティア関係 

   募集期間：令和７年９月 22 日～12 月 19 日 

応募人数 
内訳 

運営補助 植物管理 

98 49 49 

   活動内容：【運営補助】会場案内、フォトスポットでのフォトサービスなど 

        【植物管理】花がらつみ、除草など 

※その他、区内各高校・大学から追加申込の相談があるため、調整中 

 

４ 広報・宣伝 

（１）公式アンバサダー活用内容 

   ア 令和７年度 

     ① 開催１年前記念イベントへの出演 

② ポスター制作 ※第２弾は１月納品 

③ フェア告知動画制作 

     ④ ＳＮＳ投稿 １～２月（開催 100 日前）での投稿に向けて調整中 

   イ 令和８年度 

     ① ポスター制作 ※第３弾は４月納品予定 

     ② フェア本番ステージ登壇 内容等調整中 

     ③ ステージ登壇当日のＳＮＳ投稿 上記②とあわせて調整中 

     ④ 期間中実施イベントの審査への協力 依頼中 

3



 

（２）公式ホームページ・ＳＮＳ運用状況 

   ア 公式ホームページ 

     表示回数：約 36,000 回  ユーザー数：約 19,000 人 

     ※令和７年 12 月 12 日にリニューアル 

   イ 公式ＳＮＳ 

     ① フォロー数（令和７年 12 月 26 日現在） 

インスタグラム：478 人 Ｘ：241 人 合計 719 人 

     ② 投稿本数及び主な内容 

       ・協賛、出店（出展）等募集 

       ・各種イベントＰＲ出展情報 

       ・花壇コンクールの歴代受賞花壇の紹介 

       ・協働事業活動報告 

       ・区内の「みどり」「花」スポットの紹介 など 59 本 

 

（３）各種イベントでのＰＲ 

   各イベントにブース出展し、フェアの開催告知のほか、花いっぱいのまちづく

りの周知活動を実施。ブースでは、花の種等のノベルティグッズを配布するなど、

多くの方にＰＲを行った。 

ア 区内イベント（13 件）※予定含む 

     かつしかスポーツフェスティバル 2025、第 41 回葛飾区産業フェア、 

寅さんサミット 2025、かつしかフードフェスタ 2025、 

かつしかふれあいＲＵＮフェスタ 2026（予定）など 

   イ 区外イベント（２件） 

     東京グリーンビズＤＡＹ（麻布台ヒルズ）、 

日比谷公園ガーデニングショー2025 

 

５ フェア開催１年前記念イベント企画運営業務委託の経費内訳について 

契約金額：10,648,000円 

内訳：全体関係費（運営マニュアル・進行台本等制作費）     1,452,000円 

    運営スタッフ人件費（ディレクター・ＭＣ・カメラマン等） 2,426,050円 

    広報計画費                       3,630,000円 

音響・照明関係費                     605,000円 

    制作物関係費                      1,210,000円 

運営諸雑費（運送費・運営備品費等）           1,324,950円 
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「第 37 回全国「みどりの愛護」のつどい」進捗状況 

 

１ 開催概要 

（１）開催趣旨 

  全国「みどりの愛護」のつどいは、「みどりの日」の制定の趣旨を踏まえて、

全国の公園緑地等の愛護団体、河川の愛護や道路の愛護活動を通じ、緑の保

護育成を行っている団体、地域の緑化・緑の保全団体などの緑の関係者が一

堂につどい、広く都市緑化意識の高揚を図り、緑豊かな潤いのある住みよい

環境づくりを推進するとともに、緑を守り育てる国民運動を積極的に推進し

ていくことを目的として、平成２年から開催されている。 

（２）主催・後援 

  主催：国土交通省、東京都、葛飾区 

     （第 37 回全国「みどりの愛護」のつどい実行委員会を組織し運営） 

  後援：全国知事会、全国市長会、全国町村会（予定） 

（３）開催日 

  令和８年５月 24 日（日） 

  ※令和８年１月中に国土交通省・東京都・葛飾区からプレス予定 

（４）会場 

  東京理科大学葛飾キャンパス図書館大ホール（葛飾区新宿６－３－１） 

  葛飾にいじゅくみらい公園（葛飾区新宿６－３－２） 

（５）行事内容 

  ・式典 

   「みどりの愛護」活動事例紹介 

   「みどりの愛護」功労者表彰 

  ・記念植樹 等 

（６）行事参加者 

  約 500～800 人（予定） 

   全国のみどりの愛護団体関係者、緑化関係団体、 

   公園・河川・道路に係る協会等関係団体、関係機関職員、その他 
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２ 行事計画 

（１）参加者受付 

  ・おもてなしコーナーの開設（地元学生・団体による名産品でのおもてな

し） 

  ・会場装飾（地元小・中・大学生の会場装飾による参加者のお出迎え） 

（２）プロローグ 

  ・ウェルカム演奏（地元高校生による演奏） 

  ・東京都、葛飾区の映像紹介（地元中学生（ナビゲーター）による紹介） 

  ・演目（東京都・葛飾区にゆかりのある団体による演目） 

（３）式典 

  ・開式 

  ・国歌斉唱 

  ・主催者挨拶（国土交通大臣、東京都知事、葛飾区長） 

  ・「みどりの愛護」活動事例紹介 

  ・功労者表彰 

  ・おことば 

  ・誓いの言葉 

  ・閉式 

（４）記念植樹 

  ・送迎演奏（地元高校生による演奏） 

 ※上記については、今後関係機関との協議の上、変更する可能性がある。 
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３ 記念植樹 

（１）樹種選定の考え方 

  下記項目を全て満たす樹種とする。 

   ・東京都、葛飾区にゆかりのある樹種 

   ・東京都民、葛飾区民に親しまれている樹種 

   ・花や樹形を見て楽しむことができる樹種 

   ・東京の気候風土に合い、会場の景観にふさわしい樹種 

（２）樹種 

  お手植えの植樹木として「ジンダイアケボノ」を選定する。 

  参加者の植樹木として「コマツオトメ」「フクロクジュ」「エド」「シダレヤ

ナギ」を選定する。 

樹種 選定理由 

お手植え 

 ジンダイアケボノ 

・神代植物公園内（調布市）で発見され、1991

年に新品種に登録された東京都にゆかり

のあるサクラである。原木は現在も園内で

生育中である。 

・立石さくら通り（葛飾区）や新宿御苑に植

栽されており、都民・区民に親しまれてい

る。 

参加者植樹 

 コマツオトメ 

・上野恩賜公園（台東区）の小松宮銅像の近

くで発見された東京都にゆかりのあるサ

クラである。原木は現在も園内で生育中で

ある。 

・東京都を代表するサクラの名所である上野

恩賜公園にも植栽されており、都民に親し

まれている。 
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樹種 選定理由 

参加者植樹 

 フクロクジュ 

・1912 年に東京市長（尾崎行雄）が日米友

好の象徴としてポトマック河畔（ワシント

ン D.C.）に贈ったサクラのうちの一つで

ある。 

・ねじれた花弁が福耳に見えることからフク

ロクジュと名付けられた説があり、七福神

の一人の名前を持つ縁起の良い品種であ

る。 

・東京都を代表するサクラの名所である新宿

御苑では、2023 年にフクロクジュのプロ

ジェクションマッピングが行われたこと

もあり、都民に親しまれている。 

参加者植樹 

 エド 

・江戸（東京）に多く植栽されていたことか

らこの名があると言われており、東京都に

ゆかりのあるサクラである。 

・東京府江北村（現：東京都足立区）の荒川

堤で栽培されていた品種である。 

参加者植樹 

 シダレヤナギ 

・葛飾区の木 

・低地などの悪条件に耐え、環境に適応する

ことから街路樹や庭木などに使われ、樹形

も楽しむことができるため、長年区民に親

しまれている。 

  ※植樹はプランターに行うものとし、上記のうち葛飾にいじゅくみらい公

園に定植する樹木については、フェア終了後に定植を行う。残りの樹木

については、区内の公共施設等に移植を行う。 
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４ 収支計画 

（１）収入の部 

（単位：千円） 

項 目 金額 備考 

負担金 

東京都 36,907 
令和７年度：3,316 

令和８年度：33,591 

葛飾区 36,907 
令和７年度：3,316 

令和８年度：33,591 

助成金 
緑化関係 

団体等 
6,000 

令和７年度：0 

令和８年度：6,000 

計 79,814  

 ただし、上記各自治体等の予算承認をもって、負担金額等を確定する。 

 

（２）支出の部 

（単位：千円） 

項 目 金額 備考 

開催費 
企画運営 

業務費 
79,814 

令和７年度：6,632 

令和８年度：73,182 

計 79,814  

 

会計期間：（令和７年度）令和７年６月 16 日から令和８年３月 31 日まで 

     （令和８年度）令和８年４月１日から令和９年３月 31 日まで 
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５ 企画運営業務委託の受託者選定 

（第 37 回全国「みどりの愛護」のつどい企画運営業者選定委員会において選定） 

（１）委託業務の概要 

 ア 業務内容 

種別 業務概要 

実施計画 

策定業務 

・運営計画の策定 

 運営体制、全体スケジュール、会場配置、動線、 

 招待者管理、警備、輸送、サイン、会場装飾、 

 工程管理、映像発信 

・進行計画の策定（演出企画、出演者交渉等含む） 

・運営業務マニュアルの作成 

事前運営業務 

・関係機関協議資料等の作成 

・招待者等管理 

・宮内庁事前調査対応 

 イ 契約期間 

   契約日から令和８年３月 31 日まで 

 ウ 契約金額 

   4,840 千円（消費税及び地方消費税を含む。） 

（２）評価結果 

参加業者 

評価事項（満点） 

業務実績 

実施体制 

（60 点） 

実施方針 

実施手法 

（340 点） 

 

合計 

（400 点） 

TSP 太陽株式会社 60 点 277.5 点 337.5 点 

セレスポ・NTT アド 

共同企業体 
50 点 252.5 点 302.5 点 

（３）受託候補者 

 （２）評価結果により、「TSP 太陽株式会社」を受託候補者として選定した。 
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中川かわまちづくりについて 

 

                           かわまちづくり担当課 

 

１ 概要 

 中川かわまちづくりについては、ハード施策（テラス等の整備）とソフト施策（河

川敷地の多様な利用の実現）の両面から、川を活かした街づくりを推進していくもの

である。中川かわまちづくりの機運醸成を図ることを目的に、令和７年10月下旬にイ

ベントを開催した。 

 

２ イベントの開催について 

（１）概要 

  今後拠点整備が予定され、イベント開催に向けて調整が整った地域において、中

川を身近に感じてくつろぎ親しむ疑似体験や地域団体による催し等を合わせ、中川

の河川・水辺空間を活用したイベントを開催した。 

 

（２）開催結果 

  資料１及び資料２のとおり 

 

３ 今後の予定 

 沿川地区が一体となって中川かわまちづくりの機運醸成を図っていくため、沿川地

区の各団体で構成する「中川かわまちづくり協議会」を今年度中に開催し、これまで

に実施した取組の振り返りと今後に向けた意見交換を行う予定である。 

今後も引き続き地域団体等とともに、河川・水辺空間の利活用について検討を進め

ていく。 

 

庶務報告Ｎｏ.１ 

都 市 整 備 部 

令和８年１月２１日 



 

 

中川かわまちづくりイベント 各地区の開催結果 

開催日 会場名 来場者数 イベント内容 

10 月 25 日（土） 亀有地区 約 200 人 

・くつろぎ体験（オープンカフェ風の席等） 

・キッチンカーの出店 

・水辺の体験（法面に座る体験等） 

・水辺で読書 

・中川かわまちづくり事業等の紹介・展示 

・水辺の博物館・水族館 

・「こち亀記念館移動派出所（「こち亀」漫画の閲覧、昔遊び体験等）」 

・缶バッチワークショップ 

10 月 26 日（日） 高砂地区 約 350 人 

・くつろぎ体験（水辺を眺める席等） 

・キッチンカーの出店 

・水辺の体験（法面に座る体験等） 

・絵馬祈願・パネル展示 

・中川かわまちづくり事業等の紹介・展示 

・高砂地区開発協議会の展示・意見募集 

 ※本イベントは、全会場で 11 時から 16 時まで開催 

資料１ 



■中川かわまちづくりイベントの様子 

資料２ 

くつろぎ体験 水辺の体験 

水辺の博物館・水族館 

 

「こち亀記念館移動派出所（「こち

亀」漫画の閲覧、昔遊び体験等）」 

絵馬祈願・パネル展示 
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新小岩地域のエリアマネジメントについて 

 

                           新小岩街づくり担当課 

 

１ しんこいＷａ未来ビジョンについて 

新小岩地域のエリアマネジメントの取組の一つとして、地域の情報共有や活動

者が連携するためのエリアプラットフォーム「地域力向上しんこいＷａ」におい

て、今後の活動の指針となる「しんこいＷａ未来ビジョン」（以下、「未来ビジョ

ン」という。）の検討が、令和６年８月の設立当初から行われてきた。この度、令

和７年10月23日に開催された当会議において、未来ビジョンが取りまとめられた。 

 

（１）未来ビジョンの概要 

当地域の賑わい創出と価値向上に向けた目指すべき将来像を描き、実現のた

めの活動目標や取組、これからのロードマップ、推進体制を定めた。 

 

（２）地域力向上しんこいＷａの構成 

地域まちづくり団体や民間企業など28会員で構成（令和７年10月23日時点） 

 

（３）未来ビジョンの周知 

一般公募による参加者を加えた「拡大版地域力向上しんこいＷａ」や、ＳＮ

Ｓなどで発信をしていくとともに、区のホームページへの掲載や、新小岩北及

び新小岩地区センターにおいて供覧するなどし、周知を図っていく。 

 

（４）内容 

  未来ビジョンは【資料１】のとおり 

  

庶務報告Ｎｏ.２ 

都 市 整 備 部 

令和８年１月２１日 



【資料１】
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２ エリアマネジメント組織の検討状況について 

「地域力向上しんこいＷａ」では、地域の活動を担う人材の確保や活動者の連携

を進めるために、関係者をサポートするための組織が必要とされてきた。当会議で

は、その組織の設立に向けた検討が行われており、法人格を有する組織として、令

和７年度中の設立を目指しているところである。 
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立石駅北口地区の街づくりについて 

 

立石駅北街づくり担当課 

 

１ 立石駅北口地区第一種市街地再開発事業の状況 

  立石駅北口地区第一種市街地再開発事業については、令和7年９月24日に都知事か

ら事業計画の第２回変更認可を受け、令和７年10月27日に再開発組合と特定業務代

行者が施設建築物の工事請負契約を締結し、現在、建築工事を進めているところであ

る。 

 

（１）今年度の経緯 

 令和７年６月 19 日  事業計画変更の申請 

 令和７年７月３日   公共施設（交通広場）工事請負契約締結 

 令和７年８月 28 日  公共施設（交通広場）工事着手 

 令和７年９月 24 日  事業計画変更の認可 

 令和７年 10 月 27 日   施設建築物（東棟・西棟）工事請負契約締結 

 令和７年 11 月１日  施設建築物（東棟・西棟）工事着手 

  

（２）事業計画の変更内容 

ア 事業施行期間等 

 第１回事業計画変更時 

令和４年12月認可 

第２回事業計画変更時 

令和７年９月認可 
現在 

事業施行期間(予定) 

 

 

建築工事期間(予定) 

組合設立認可公告の日 

～令和11年８月31日 

 

着工 令和６年６月 

竣工 令和10年10月 

組合設立認可公告の日 

～令和13年１月31日 

 

着工 令和７年８月 

竣工 令和12年３月 

組合設立認可公告の日 

～令和13年１月31日 

 

着工 令和７年８月 

竣工 令和12年３月 

  ※ 組合設立認可公告の日は令和３年４月28日 

イ 資金計画 

 資料１のとおり。 

庶務報告Ｎｏ.３ 

都 市 整 備 部 

令和８年１月２１日 
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資金計画 

事業収入                                                              （単位：百万円） 

 
事業支出                                                           （単位：百万円） 

 

項目 

（資金計画の時点） 

金額 

令和４年 12 月認可 

（令和４年 10月） 

金額 

令和７年９月認可 

（令和７年２月） 

増減 

令和４年 12 月認可と 

令和７年９月認可の差 

主な増減の理由 
金額 

(令和７年８月) 

補助金 24,548 38,236 13,688 工事費増加に伴う増 39,329 

公共施設管理者負担金 11,383 15,801 4,418 工事費増加に伴う増 16,371 

緊急促進補助金 1,045 3,649 2,604 工事費増加に伴う増 3,805 

保留床処分金等 56,294 67,168 10,874 工事費増加に伴う増 68,071 

その他 0 3,151 3,151 新たな収入に伴う増 3,151 

合計 93,270 128,005 34,735  130,727 

項目 

（資金計画の時点） 

金額 

令和４年 12 月認可 

（令和４年 10月） 

金額 

令和７年９月認可 

（令和７年２月） 

増減 

令和４年 12 月認可と 

令和７年９月認可の差 

主な増減の理由 
金額 

(令和７年８月) 

調査設計計画費 4,672 4,248 △424 建築設計費の減 4,248 

土地整備費 2,003 5,485 3,482 
アスベスト除去及び支障

杭撤去に伴う増 
5,485 

補償費 11,676 11,334 △342 権利者の転出増に伴う減 11,334 

工事費 69,605 101,131 31,526 
設計変更及び物価高騰等

に伴う増 
104,049 

事務費、利子、予備費 5,314 5,807 493 工期延伸に伴う増 5,611 

合計 93,270 128,005 34,735  130,727 

資料１ 
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（３）工事の状況（令和７年12月時点） 

 施設建築物（東棟・西棟）及び公共施設（交通広場）において、山留工事等の地下 

工事を進めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 施設建築物（東棟・西棟）の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 公共施設（交通広場）の状況 

令和７年10月に山留工事が完了し、現在は施設建築物（東棟・西棟）工事の作業

ヤード及び駅通りとして使用している。 

 

（４）今後の予定 

 令和12年３月  工事完了 

立石駅北口地区全体 

【西棟】山留工事の鋼材打設 【東棟】仮設構台の杭施工 

 
交通広場 

 
西棟 

 
東棟 

京成立石駅 
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堀切五丁目歩行環境改善の進捗状況について 

 

                                 道路管理課 

 

１ 概要 

堀切菖蒲園駅北側の都道「川の手通り」東側歩道の一部区間は、幅員が狭く歩行環

境の改善が喫緊の課題となっている。 

このため区は、安全・快適な歩行空間確保の早期実現に向けて、「川の手通り」沿

いに面する区が所有する水路敷上にある建物の関係権利者の生活再建に配慮しながら

丁寧な話合いを進めている。 

今年度からは、専門的な見地から意見を得るため、「堀切五丁目歩行環境改善検討

委員会（以下「検討委員会」という。）」を設置し、堀切五丁目歩行環境改善に向け

検討を進めている。 

 

２ 案内図 

 

 庶務報告Ｎｏ.４ 

都 市 整 備 部 

令和８年１月２１日 
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３ 水路敷上にある物件（建物等）調査について 

対象物件（建物等）    18件 

令和３年度～６年度    12件実施 

令和７年度        １件実施予定 

 

４ 検討委員会について 

（１）所掌事項 

   下記について、専門的な見地から意見を求めることとしている。 

 ア 堀切五丁目歩行環境改善の方針、計画及び実施に関すること 

イ その他、堀切五丁目歩行環境改善に必要な事項に関すること 

（２）委員の構成 

大学教授、法科大学院教授、弁護士、公認会計士、一級建築士、宅地建物取引

士、補償業務管理士及び本区職員 

（３）開催状況及び検討内容 

  ア 第１回(７月開催)  

検討委員会運営、これまでの取組状況、関係権利者の状況 

イ 第２回(８月開催)  

権利関係の状況、今後のスケジュール（案）、民事紛争解決制度 

  ウ 第３回(11月開催) 

区の主張、交渉に当たっての考え方 

エ 第４回(２月開催予定) 

    交渉に当たっての考え方 

 

５ 今後の予定 

令和８年度においても、引き続き検討委員会で専門的な見地からの意見を得ながら

取り組んでいく。 



 

 

東京における都市計画道路の整備方針（案）について 

 

道路建設課 

 

１ 経緯 

本区では、都市計画道路を計画的、効率的に整備するため、平成 28 年３月に東

京都と特別区及び26 市２町は「東京における都市計画道路の整備方針（第四次事

業化計画）」を協働で策定し、事業の推進に努めてきた。現行の「第四次事業化計

画」が本年度で終了することから、計画期間を15 年とする新たな整備方針の策定

に向けて、検討を進めている。 

令和７年７月には、都市計画道路の必要性の検証項目や優先整備路線の選定項

目に加え、新たな取り組みとなる道路空間の再編に対する考え方を示した「中間

のまとめ」を公表した。 

令和７年 12 月 19 日には、「東京における都市計画道路の整備方針（案）」を公

表したところである。なお、本整備方針（案）についてのご意見・ご提案を今月

30日まで募集している。 

 

２ 整備方針（案） 

【資料１】東京における都市計画道路の整備方針（案） 概要版 
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３ 区内の優先整備路線（案） 

２

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪



４ 検討体制と策定スケジュール 

  〇令和６年10月 都・区市町策定検討会議、専門アドバイザー委員会設置 

  〇令和７年７月 中間のまとめ公表（パブリック・コメント実施）【596通】 

  〇令和７年12月19日 「東京における都市計画道路の整備方針（案）」公表 

  〇令和７年 12 月 19 日から令和８年１月 30 日まで パブリック・コメント実施 

〇令和８年１月現在 都・区市町策定検討会議５回実施 

専門アドバイザー委員会７回実施 

〇令和７年度末 「東京における都市計画道路の整備方針」策定予定 

 

５ 参考資料 

  〇東京における都市計画道路の整備方針（案） 本編 
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参考資料





































































































































































































































































































































 

 

 

新宿交通公園のリニューアルについて 

 

                                   公園課 

 

１ 概要 

新宿交通公園については、開園から50年以上が経過し、遊具や管理施設などの老

朽化が課題となっていたことから、リニューアルに向けた検討を進めている。リニ

ューアルに当たっては、株式会社タカラトミー（以下、「タカラトミー」という。

）との協働により、子どもや子育て世代をターゲットに、これまで以上に愛され、

誇ることのできる魅力あふれる公園整備を目指している。 

現在、策定に向けて作業を進めているリニューアル実施計画（以下、「実施計画

」という。）においては、具体的なイメージ作りに必要となるトミカ・プラレール

の著作物等使用許諾契約について、令和７年11月14日付でタカラトミーと契約を締

結したところである。 

このたび、トミカ・プラレールのコンテンツを使用した世界観イメージ図案をと

りまとめた。 

 

２ 著作物等使用許諾契約概要 

（１）概要 

   タカラトミーが保有及び保管しているトミカ・プラレールの著作物等の使用に

関する許諾、監修等 

（２）件名 

プロパティ使用許諾契約【新宿交通公園リニューアル実施計画策定に係る著作

物等の使用】 

（３）締結日 

令和７年11月14日 

（４）期間 

令和７年11月17日から令和９年３月31日まで 

（５）金額 

550万円（税込）（内訳：トミカ275万円／プラレール275万円） 
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３ 世界観イメージ図案 

  【資料１】のとおり 
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資料１
世界観イメージ図案



 

４ 事業を進める上での検討課題 

  事業の実現に向けて、以下の検討課題について継続的に検討していく必要がある。 

（１）事業性（整備、管理、運営、入場料等の事業費） 

（２）周辺環境対策 

（３）集客を持続していく取組 

（４）アクセス方法の確保（公共交通の活用、駐車場の確保など） 

（５）開園後の著作物等の使用料 等 

 

５ アンケート実施概要 

（１）目的 

   区内外の子ども・子育て世代に対してアンケート調査を実施し、集客推計に用

いるデータを収集する。 

（２）収集範囲と対象者 

ア 新宿交通公園から半径30㎞の鉄道駅近郊にお住まいの乳幼児から小学校低

学年の子どもがいる親 

   イ 区内全小学校 

（３）方法と媒体 

ア スマートフォンまたはPC等によるオンラインモニターアンケート 

イ 小学校支給のタブレットによるオンラインアンケート 

（４）実施時期 

   令和８年２月中を予定 

    

６ 今後の進め方 

世界観イメージのほか、概算事業費、事業手法、集客予想などを取りまとめた実

施計画について、令和８年６月末の策定に向けて検討を進めていく。 

4



1 

 

 

 

緑のリサイクル事業について 

 

                                   公園課 

 

１ 概要 

  緑のリサイクル事業は、本区で生じる公園の剪定枝をチップ材やたい肥にし、再

利用することで環境負荷の低減を図り、循環型社会を実現することを目標としてい

る。 

こうした取組は、平成９年度から小松橋下の緑のリサイクルセンターにて実施し

てきた。その後、施設の老朽化と小松橋補修工事に伴い、平成31年３月より休止し

ていたが、令和７年４月より清掃事務所の隣接にて再稼働している。緑のリサイク

ルセンター関連施設用地は公園等用地として、新中川右岸の細田橋付近に令和２年

12月に取得している。 

今年度は、緑のリサイクルセンター関連施設用地について、たい肥化等の基本設

計を進める一方で、基盤整備等の工事については、入札不調により工事着手が遅れ

ている状況である。 

このたび、今後の進め方についてとりまとめた。 
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２ 緑のリサイクルセンター関連施設用地の活用について 

（１）緑のリサイクル事業の方向性について 

今年度、たい肥（腐葉土）化を主として、関連施設の基本設計を進めてきた

が、供給先の確保が難しいことが周辺自治体へのヒアリング等により判明した。 

そのため、関連施設用地については今後、区民ニーズを踏まえながら活用方法

を検討していく。 

（２）基盤整備等の工事について 

当該用地は高低差があるため、土留擁壁を設置し盛土を行う必要があり、令和

７年度は基盤整備等の工事を建築工事として発注を行ったが、入札不調となっ

た。そこで、本工事を進めるために庁内検討を行った結果、土木工事として発注

することとなり、来年度以降に実施設計を修正していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緑のリサイクルセンター（チップ化施設） 
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緑のリサイクルセンター関連施設用地 
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